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水資源機構
独立行政法人一庫ダムの概要

一庫ダム

1

水資源機構
独立行政法人

昭和４３年 ８月 一庫ダム調査所発足
昭和４３年１０月 一庫ダム事業実施方針の指示
昭和４４年 ６月 一庫ダム建設所設置
昭和４９年 ７月 水源地域対策特別措置法に基づくダムに指定
昭和５２年 ５月 一庫ダム本体工事に着手
昭和５３年 ４月 一庫ダム事業実施方針の変更
昭和５４年 ３月 一庫ダム本体のコンクリート打設が開始
昭和５４年１０月 一庫ダム定礎式
昭和５６年１０月 一庫ダム本体のコンクリート打設が完了
昭和５６年１１月 試験湛水開始
昭和５７年 ４月 一庫ダム竣功式
昭和５８年 ３月 施設管理方針の指示
昭和５８年 ４月 一庫ダム管理開始
昭和５８年 ５月 試験湛水終了
昭和５８年 ９月 台風１０号による下流の浸水被害
平成 １年 ９月 前線豪雨による下流の浸水被害
平成 ２年 ６月 ダム湖活用促進事業のダムに指定
平成 ６年 列島渇水により最大で上水 ３０％・農水４０％

の取水制限
平成 ７年 １月 兵庫県南部地震で震度５
平成１１年 ６月 前線豪雨による下流の浸水被害
平成１２年 ４月 施設管理方針の変更（操作ルールの変更）
平成１４年 渇水により最大で上水４０％・農水

４０％の取水制限
平成１６年 台風２３号通過により洪水調節を実施

流入量441m3/s、下流は最小限の被害にとどまる
平成１８年 弾力試験運用開始
平成２５年 管理開始３０周年
平成２５年９月 台風１８号通過により洪水調節を実施

流入量468m3/s、下流は家屋浸水被害なし
平成２６年 渇水により上水１０％・農水１０％の取水制限
平成２６年８月 台風１１号、前線性豪雨により洪水調節実施

一庫ダム建設当時の写真（昭和５６年）

平成27年で
管理開始32年

１．猪名川と一庫ダムの概要
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水資源機構
独立行政法人

１．猪名川と一庫ダムの概要
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水資源機構
独立行政法人

□ダムの役割(目的）

既得取水の確保・
河川環境の保全

□ダムの概要

洪水調節

水道用水の供給

重力式コンクリートダム

昭和58年完成
管理開始

１．猪名川と一庫ダムの概要
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水資源機構
独立行政法人

堤頂長285m

堤高75m

総貯水容量:3,330万m3 有効貯水容量:3,080万m3

コンクリートの量
：44万m3

１．猪名川と一庫ダムの概要
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水資源機構
独立行政法人堆砂容量2,500千ｍ3

利水容量
26,800千ｍ3

機能維持
12,000千ｍ3
水道用水
14,800千ｍ3

洪水調節容量

17,500千ｍ3

洪水調節容量
4,000千ｍ3

洪水調節容量
4,000千ｍ3

ダム基礎標高 EL．79.0m

最低水位 EL．108.0m

洪水貯留準備水位 EL．135.3m
（洪水期制限水位）

平常時最高貯水位 EL．149.0m
（常時満水位）

洪水時最高水位 EL．152.0m 
（サーチャージ水位）

ダム堤頂標高 EL．154.0m

非洪水期
1月1日～
6月15日

非洪水期
10月16日～
12月31日

洪水期
6月16日～
10月15日

※大雨に備えて
容量を空けておきます。

ダ
ム

貯水池の運用

１．猪名川と一庫ダムの概要
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利水容量
13,300千ｍ3

機能維持
3,600千ｍ3

水道用水
9,700千ｍ3

利水容量
26,800千ｍ3

機能維持
12,000千ｍ3
水道用水
14,800千ｍ3



資料-5（一庫ダム）

4

水資源機構
独立行政法人

１．猪名川と一庫ダムの概要 － 降雨量 貯水位
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水資源機構
独立行政法人

○ダムは洪水時に、上流からの水を一部貯め込み、下流に流れる水量を低減させます。

○これにより、ダム下流沿川の被害軽減を図っています。

ダ ム は 、上 流 か ら の 洪 水 の 一 部 を
ダ ム に 貯 め 込 ん で 、下 流 に 流 れ る
水 量 を 低 減 さ せ ま す 。支 川 か ら洪
水 が 流 入 し て も 、ダ ム で 低 減 し た
流 量 分 、 氾 濫 を 軽 減 さ せ ま す 。

も し 、 ダ ム が な い 場 合 に は 、 上 流
か ら の 洪 水 が そ の ま ま 下 流 に 流
れ 、 支 川 か ら の 洪 水 が 加 わ り 、 ダ
ム 下 流 域 に お い て 氾 濫 な ど に よ る
被 害 が 発 生 す る 恐 れ が あ り ま す 。

ダムがある場合 ダムがない場合
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２．猪名川流域と一庫ダム（治水）
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水資源機構
独立行政法人

○洪水時に上流から流れてきた水量より多い水量をダムから流すことはありません。

○ダムの洪水調節容量は、基本的に流入量が洪水流量を超えてから使用します。
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２．猪名川流域と一庫ダム（治水）

水資源機構
独立行政法人
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m 時間雨量（実績）
一庫ダム流域平均総雨

量　274㎜

年 月日 原因 一庫ダム
流域平均

総雨量

池田
総雨量

小戸最
高水位

ダム最大
放流量

ダム最大
流入量

被害

昭和５８年 9.28 台風１０号 274 282 3.33 288 411 家屋半壊８戸、床上浸水３５８戸、床下２８６９戸、田

畑被害１０７ha、道路被害３５箇所、橋梁４箇所、鉄道
１箇所、崖崩れ２６箇所、被害額２７億円

■ 昭和58年台風第10号におけるダムの操作

２．猪名川流域と一庫ダム（治水）
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水資源機構
独立行政法人

昭和５８年台風１０号での浸水被害 ～銀橋上流左岸
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水資源機構
独立行政法人

読売新聞（S58.10.8）

２．猪名川流域と一庫ダム（治水）
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水資源機構
独立行政法人

平成１１年までの洪水調節計画

100年に1回程度の
大きな洪水で

洪水調節効果を発揮

20年に1回程度の
中小洪水で

洪水調節効果を発揮

一庫ダムでは現状の河川整備の状況を踏まえ、
過去の主要な洪水をもとに、中小洪水等に調節
効果が発揮できるような新しい洪水調節方式に
変更しました。

新しい洪水調節計画（H12）

洪水調節計画の変更
13

水資源機構
独立行政法人

操作方法を変更した平成１２年以降で、７回洪水調節を実施。

昨年は８月には２回、更に放流量を低減する操作を猪名川河川事務所指示により実施。

２．猪名川流域と一庫ダム（治水）～洪水調節実績

NO 年 月 日 原因 累計雨量
(mm)

最大流入量
(m3/s)

最大放流量
(m3/s)

最高貯水位
(EL.m)

備考

1 昭和58年 9.27～9.30 台風10号 274 410.93 287.58 136.59

2 昭和61年 7.20～7.23 前線 124 251.41 212.12 135.70

3 平成元年 9. 3～9. 4 前線 200 285.86 234.12 136.52

4 平成2年 9.19～9.20 台風19号 139 244.40 197.53 131.66

5 平成9年 8. 5～8. 6 前線 181 238.03 208.72 136.37

6 平成10年 9.22～9.23 台風７号 162 258.36 23.53 134.22

7 平成11年 6.29～7. 1 前線 168 294.82 179.29 138.47 減水時操作

8 平成16年 8.30～8.31 台風16号 95 191.30 20.80 132.62

9 平成16年 10.20～10.21 台風23号 208 410.90 149.04 144.96 減水時操作

10 平成18年 7.17～7.19 前線 190 166.42 149.57 136.78 減水時操作

11 平成25年 9.15～9.16 台風18号 293 468.13 148.34 144.00

12 平成26年 8. 9～8.10 台風11号 282 439.79 146.11 142.80 放流量減量

13 平成26年 8.16～8.17 前線 148 338.08 149.15 140.05 放流量減量

14 平成27年 7. 17～7.18 台風11号 231 312.70 149.88 139.26

※累計雨量は、一庫ダム流域平均総雨量、最高貯水位は一庫ダム貯水池最高貯水位。
※減水時操作：ダム流入ピーク確認後、ダム放流量を減量した操作。
※放流量減量：ダム流入ピーク確認前から、ダム放流量を減量した操作。
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水資源機構
独立行政法人

平成２７年台風１１号 洪水調節

総雨量２３１ｍｍ

ダム最大流入量
約３１３m3/s

多田院
最高水位 6.58ｍ

ダム効果
水位低下 約72cm
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水資源機構
独立行政法人

３．猪名川流域と一庫ダム（利水）
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水資源機構
独立行政法人

◇管理開始（S58）以降ほぼ毎年のように水質障害が発生。

特に、夏場にアオコの原因となるミクロキスティスやアナベナが発生（H24発生なし）。

◇浅層曝気設備の稼働：H23-H24は6基（4基増設）、H25～は4基。

◇深層曝気設備（浅層併用改造）の稼働：H24より2基。

貯水池水質障害発生履歴

淡水赤潮
アオコ
カビ臭 深層曝気稼働期間

浅層曝気稼働期間

４．水質保全対策

17４． 貯水池水質と河川環境の保全

水資源機構
独立行政法人H23.8.26撮影H22.8.27撮影

〔ダムサイト〕

〔出合地区〕

浅層曝気設備増設によると思われる水質改善がみられた

（これまでのように夏季に貯水池全面を覆うようなアオコはみられなかった）

H24.8.24撮影
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水資源機構
独立行政法人

は、深層曝気設備（浅層併用（Ｈ２４より稼働））

４．貯水池水質と河川環境の保全
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水資源機構
独立行政法人

高い

低い

水

温

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇〇

〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇〇

〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇〇

曝
気
水
深

循
環
混
合

吐出位置（水深15m、20m）

散気管φ600（旧型1号）

散気管φ1000（旧型2号）

散気管φ1500（新型1～4号）

フロート
浅層曝気設備の概要（イメージ図）

20

４．貯水池水質と河川環境の保全
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水資源機構
独立行政法人

川西一庫ダム周遊マラソン大会 (11月)

流木ペインティング大会 (8月)

一庫ダムクリーンアップ活動 (10月)

１月

６月

３月

11月

８月

５月

９月

12月

２月

４月

７月

10月

川を耕し隊 (10月)

黒川里山まつり (11月)

夏でもひ～んやり！一庫ダム見学＆説明会 (8月)

新緑の中を泳ぐ、鯉のぼり (4月～5月)

能勢町河川美化活動 (9月)

猪名川クリーン作戦 (2月)

マス釣り＆猪名川浄化運動大会(4月末)

一庫大路次川でアユの放流体験 (6月)

一庫ダム周辺イベント

５．一庫ダム周辺行事（地域との連携）
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ダム下流左岸広場の開放 (3月末)

水資源機構
独立行政法人

水資源機構一庫ダム管理所は、地域を洪水から守り、
地域の生活環境を支える一庫ダムを的確に管理して参
ります。
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